
と脚韻
　まちのうごき

人口6，149人（＋9）

　男　2，960人（＋1）

　女3，189人（＋8）

世帯数1，752戸（＋5）

平成元年2月1日現在人口

　　　　（　〕は上前月比

輝魯小にへき一匹實娠員賃

平成

元廷3

　第453号

　　　　　　　　　　　　　lllllタ刊デイリー社からlll11

　タ刊デイリー新聞社の第2回へき地教育振興賞は、坪谷小学校

が受賞し、2月2日同校で表彰式が行われました。

　これは、坪谷小学校の全校児童が短歌づくりに取り組み、成果

をあげているのが評価されたもので、川本啓介社長から表彰状や

トロフィーほか副賞として全校児童に短歌ノート等が贈られまし

た。

朝な朝な立ち出でて見る白梅の

　　　　　　；老木の花の盛り　永きかも

牧　水
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平成元年3月号（2）、
つ

こ“、
つ

と報町

一
鎖
哺
路
回
蝕
駒
㎝
禦
固
偲
會
憩
自
画
旧

　
今
般
の
税
制
改
革
に
お
け
る
消
費

税
の
導
入
等
に
伴
い
、
老
齢
福
祉
年

金
、
特
別
障
害
者
手
当
の
受
給
者
等

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
及
び

低
所
得
者
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
等

に
対
す
る
在
宅
介
護
の
支
援
に
資
す

る
た
め
、
臨
時
特
例
の
措
置
と
し
て
、

昭
和
六
十
三
年
度
補
正
予
算
成
立
後
、

次
に
よ
り
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
ま

た
は
一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。の

臨
時
福
祉
給
付
金

◎
支
給
対
象
者

。り

ｽ
成
元
年
二
月
一
日
（
以
下
「
基

準
日
」
と
い
う
）
に
お
け
る
同
月
分

の
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
・
障
害
基

礎
年
金
の
う
ち
旧
障
害
福
祉
年
金
に

相
当
す
る
も
の
の
受
給
者
・
遺
族
基

礎
年
金
の
う
ち
旧
母
子
・
準
母
子
福

祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の
の
受
給
者

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
・
障
害
児

福
祉
手
当
受
給
者
・
特
別
障
害
者
手

当
受
給
者
・
福
祉
手
当
（
経
過
措
置

分
）
受
給
者
・
原
子
爆
弾
被
爆
者
諸

手
当
（
医
療
特
別
手
当
、
特
別
手
当
、

健
康
管
理
手
当
、
保
健
手
当
）
受
給

者
。ω

基
準
日
に
お
け
る
同
月
分
の
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
係
る
障
害

児
。

㈲
高
齢
低
所
得
者
（
町
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
七
十
歳
以
上
の
者
）
。

国
た
だ
し
、
の
ω
回
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、

生
活
保
護
被
保
護
者
、
社
会
福
祉
施
設

入
所
者
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
制
度
を
通
じ
て
別
途
一
時
金
が
支

給
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
と
し
な
い
。

◎
支
給
額

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
円
。

⇔
臨
時
介
護
福
祉
金

◎
支
給
対
象
者

Cり

ｬ
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
均
等
割

の
み
課
税
世
帯
に
属
す
る
者
ま
た
は

基
準
日
に
お
け
る
生
活
保
護
被
保
護

者
で
基
準
日
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
・
六
十
五
歳
以
上

の
ね
た
き
り
ま
た
は
痴
呆
等
の
者
で

あ
っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
状
態
が

六
ヶ
月
以
上
継
続
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
者
・
障
害
児
福
祉
手
当
受
給

者
・
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
・
福

祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
受
給
者
。

ω
た
だ
し
、
ω
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
、

基
準
日
に
お
い
て
社
会
福
祉
施
設
入

所
者
等
で
あ
る
者
及
び
病
院
、
老
人

保
健
施
設
等
に
継
続
し
て
三
ヶ
月
を

超
え
て
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
者

は
、
在
宅
介
護
の
支
援
と
い
う
臨
時

介
護
福
祉
金
の
趣
旨
か
ら
支
給
対
象

と
な
ら
な
い
。

◎
支
給
額

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
五
万
円
。

以
上
の
と
お
り
で
す
。

※
該
当
者
に
は
役
場
か
ら
直
接
連
絡

し
ま
す
。
た
だ
し
口
の
臨
時
介
護
福

祉
金
の
う
ち
の
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
に

三
月
十
五
日
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

㎝

…
そ
の

“

。βR
譜酷

火
　
モ
の
時

す
く
軽
罪
2

…
　
一
年
の
う
ち
で
火
災
発
生
件
数
の

…
一
番
多
い
季
節
を
む
か
え
て
お
り
ま

…
す
・
冬
場
は
ど
う
し
て
も
火
を
取
扱

…
う
機
会
が
多
い
た
め
・
火
災
の
塞

　

…
率
が
高
く
な
る
よ
う
で
す
。

…　

ﾎ
災
を
絶
対
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
．

…
次
の
「
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

…
を
守
り
ま
し
ょ
う
・

竺
・五四
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
。

子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
。

天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
は
な
れ
な
い
。

家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

六
、

七
、

甲　・

　
ま
た
二
月
、

季
で
も
あ
り
ま
す
。

必
ず
事
前
に
地
元
の
消
防
部
長
等
に
…

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
火
入
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

を
す
る
場
所
か
ら
周
囲
】
キ
。
メ
」

ト
ル
の
範
囲
内
に
森
林
が
あ
る
場
合
…

は
、
火
入
許
可
証
が
必
要
に
な
り
ま
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
の
で
、
火
入
を
行
な
う
七
日
前
ま
｝

で
に
火
入
許
可
申
請
を
役
場
に
提
出
｝

し
て
舟
さ
い
・
　
　
　
…

詳
し
く
は
疫
場
霧
課
ま
で
お
…

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
・
　
　
…

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@
　
…

の
を
置
か
な
い
。
　
　
　
　
　
…

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
・
…

ス
ト
ー
ブ
に
は
・
燃
え
や
す
い
…

も
の
を
近
づ
け
な
い
・
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
三
月
は
畔
や
き
の
時
…

　
　
　
　
　
　
火
入
の
際
は
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

皿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
が
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
新
し
い

消
費
税
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
消
費
税
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
売
上
げ
に
か
か
る
間
接
税
で
、

国
内
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
取
引
に

対
し
て
、
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
で

課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
税
金
分
は
製
造
、
卸
、
小
売
の
各

段
階
で
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ
、
最
終

的
に
は
消
費
者
が
負
担
し
ま
す
が
、

納
税
は
製
造
、
卸
、
小
売
の
各
事
業

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
売
上
に
対
す

る
税
額
か
ら
、
課
税
仕
入
れ
に
含
ま

れ
る
税
額
を
差
し
引
い
て
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
事
業
者
の
方
に
は
、
消

費
税
の
仕
組
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

納
税
事
務
の
手
続
を
い
ち
早
く
知
っ

　
税
務
署
で
は
、
消
費
税
に
つ
い
て

の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
に
答
え
る
た
め

事
業
者
の
方
に
対
し
て
、
説
明
会
を

開
催
し
た
り
、
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
用
意
し
て
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御

利
用
く
だ
さ
い
。

　
消
費
税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の
税
務
署
（
間
税
担
当
部
門
）

や
税
務
相
談
肖
至
に
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

、
つご、

つ
と報町平成元年3月号〔3〕

新
入
学
児
童
は

謬
論
膿
繋
論
鯛
麺
ン

　
　
　
　
砧
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
喝
．
．

　
町
教
育
委
員
会
が
、
平
成
元
年
二

月
四
日
現
在
で
調
査
し
た
平
成
元
年

度
の
新
入
学
予
定
児
（
昭
和
五
十
七

年
四
月
二
日
～
昭
和
五
十
八
年
四
月

］
日
生
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
新
入
学
予
定
児
で
名
前
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
幼
児
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
が
直
接
教
育
委
員
会
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〔
東
郷
小
学
校
〕
（
　
）
は
保
護
者
名

小
野
田
区
一
橋
口
伸
一
郎
（
喜
一
郎
）

三
原
渉
（
幸
こ
　
橋
口
順
一
（
泉
）

松
木
富
美
（
哲
夫
）
　
高
館
孝
広

（
保
）
　
畝
原
理
絵
（
幸
裕
）
　
桑
田

か
お
り
（
柳
二
）
　
野
口
真
己
子
（
和

幸
）
　
黒
木
隆
平
（
正
）
　
工
藤
仁

弘
（
和
彦
）
　
後
藤
理
香
（
敏
行
）

椎
葉
隼
人
（
修
志
）
　
中
紘
美
（
伊

鶴
子
）
矢
野
真
紀
（
利
光
）
中

野
篤
志
（
博
）
　
那
須
義
智
（
澄
子
）

那
須
裕
美
（
栄
子
）

鶴
野
内
港
1
1
白
川
さ
や
か
（
昌
司
）

新
本
忍
（
真
人
）
　
寺
原
康
広
（
忠

男
）
　
黒
木
郷
史
（
安
司
）
　
小
川

典
子
（
勝
正
）
　
鈴
野
裕
美
（
曲
芸
）

田
中
小
百
合
（
勇
一
）
　
那
須
智
子

（
英
【
）
　
林
孝
司
（
孝
雄
）

迫
野
内
区
．
1
上
原
和
広
（
綱
義
）

97

ｼ
鷺
鱗
影
學

松
尾
哲
（
昇
）
　
池
田
理
恵
子
（
健

＝
　

鶴
田
千
夏
（
千
年
）
　
田
口

瑞
穂
（
峰
男
）
　
川
口
雅
代
（
正
一
）

佐
藤
公
俊
（
幸
栄
）
　
佐
藤
考
志
朗

（
吉
入
）
　
池
田
絵
理
子
（
平
美
）

山
田
安
貢
（
重
男
）

八
重
原
区
－
一
中
村
雅
俊
（
達
男
）

畝
原
寿
彦
（
寿
雄
）
　
伊
東
真
理
子

（
松
実
）

田
野
区
1
1
田
原
徳
之
（
一
義
）
　
鈴

木
俊
章
（
義
信
）
　
黒
田
由
紀
美
（

清
一
）
　
稲
田
真
］
（
喜
市
）
　
三

浦
成
子
（
曙
光
）

羽
坂
区
¶
井
本
和
光
（
照
美
）
　
今

田
和
義
（
耕
作
）
　
寺
原
嵩
雄
（
佳

宏
）
　
寺
原
圭
］
郎
（
幸
人
）
　
藤

井
恵
子
（
柳
太
郎
）
　
寺
田
美
沙
（

レ
昨
年
の
入
学
式
（
東
小
）

（
建
男
）

〔
福
瀬
小
学
校
〕

直
野
圭
祐
（
正
和
）
　
直
野
命
平
（

信
廣
）
　
田
中
幸
吉
（
要
吉
）
　
直

野
慶
彦
（
幸
二
）
　
中
村
信
一
（
ま

り
子
）
　
矢
野
貴
子
（
博
）
　
高
木

美
早
紀
（
泰
茂
）
　
高
古
愛
可
（
一

男
）
　
川
越
久
美
（
昇
）
　
黒
木
純

（
金
市
）
　
黒
木
鮎
美
（
金
市
）

岩
田
大
輔
（
誠
子
）
　
岩
田
尚
樹
（

秀
教
）
　
塩
月
努
（
伸
司
）
　
塩
月

里
美
（
良
平
）

・
優
特
発
照
照
薫

〔
坪
谷
小
学
校
〕

三
浦
希
（
満
）
　
矢
野
奈
緒
美
（
英

文
V
　
水
野
圭
介
（
幸
治
）
　
中
谷

百
恵
（
睦
美
V
　
矢
野
基
生
（
昌
明
）

三
浦
研
史
（
正
教
）
　
挾
間
香
（
英

子
）
　
稲
田
善
博
（
政
志
）
　
桑
原

渚
（
時
男
V
　
矢
野
将
彬
（
千
徳
）

日
高
大
輔
（
文
子
）
　
後
藤
優
次
郎

（
忠
男
）
　
那
須
真
奈
美
（
辿
）

矢
野
語
志
（
國
明
）
　
矢
野
智
子
（

正
史
）
　
矢
野
淑
枝
（
俊
）

〔
越
表
小
学
校
〕

佐
藤
真
央
（
欣
】
）

、
∴
　
．

　
や二

逢

　
昨
年
、
全
国
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
は
一
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
本
県

で
も
交
通
事
故
の
被
害
者
は
前
年
よ
り

増
加
し
、
本
年
は
さ
ら
に
憂
慮
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
下
の
運
転

免
許
取
得
者
も
六
十
万
人
を
超
え
た

今
日
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事

故
防
止
に
力
を
合
わ
せ
ね
ば
悲
劇
は

増
大
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。

　
警
察
本
部
で
は
、
交
通
事
故
防
止

対
策
の
一
つ
と
し
て
「
悪
質
運
転
者

に
は
厳
し
く
優
良
運
転
者
に
は
賞
揚

を
。
」
の
方
針
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
か
ら
「
長
期
間
無
事
故
・
無
違

反
者
で
表
彰
を
受
け
て
い
る
優
良
運

転
者
が
、
う
っ
か
り
違
反
・
事
故
で

煮
灘
蕪

行
政
処
分
（
免
許
の
取
消
や
停
止
）

を
受
け
る
場
合
は
、
処
分
の
軽
減
を

考
慮
す
る
。
し
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
行
政
処
分
の
軽
減
の
対
象
と
な
る

運
転
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
十
年
以
上
、
無
事
故
、
無
違
反

　
で
、
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に

　
参
加
し
、
県
警
察
本
部
長
と
県
交

　
通
安
全
協
会
長
連
名
の
表
彰
、
あ

　
る
い
は
、
警
察
署
長
と
地
区
交
通

　
安
全
協
会
長
連
名
の
表
彰
を
受
け

　
て
い
る
人
。

二
、
十
年
以
上
、
無
事
故
・
無
違
反

　
者
で
、
交
通
安
全
活
動
に
も
協
力

　
し
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
表
彰
」
を

　
受
け
て
い
る
八
。

〔
寺
迫
小
学
校
〕

田
代
里
美
（
百
合
子
）
　
海
野
藍
（

傑
）
　
黒
木
洋
佑
（
孝
信
）
　
橋
口

洋
二
（
孝
夫
）
　
渡
邊
瞳
（
良
夫
）

渡
邊
慎
一
郎
（
光
志
）
　
渡
邊
昌
二

（
甚
市
）
　
植
野
か
ず
み
（
繁
）

川
野
順
二
（
博
文
）
　
池
田
樹
里
（

有
一
）
　
新
保
賢
（
吉
富
）
　
中
竹

三
生
（
雄
一
）
　
黒
木
広
海
（
明
司
）

黒
木
こ
ず
え
（
字
号
V

※
寺
至
聖
は
、
こ
の
ほ
か
に
日
向
市

か
ら
の
受
託
児
童
が
十
四
名
入
学
し

ま
す
。

蕪
総
構
難
鼎
坐
一
鋭
「

　
　
　
　
　
　
　
　
※
注
　
ミ
ニ
表
彰
と
は
、
運
転
者
個

　
　
　
　
　
　
　
　
人
が
、
資
料
（
自
動
車
安
全
運
転
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
の
発
行
す
る
S
D
カ
ー
ド
）

　
　
　
　
　
　
　
　
を
添
え
て
、
地
区
交
通
安
全
協
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
自
主
申
請
し
、
審
査
が
パ
ス
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
き
、
警
察
署
長
と
地
区
交
通
安
全
協

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
が
連
名
で
運
転
免
許
証
大
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
彰
状
を
贈
呈
す
る
制
度
。

　
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
今
日
も
、

明
日
も
安
全
運
転
を
心
が
け
、
記
録

に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

　
表
彰
に
関
す
る
問
い
合
せ
ば
、
所

属
さ
れ
る
地
区
交
通
安
全
協
会
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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336

人
が
健
脚
を
競
う

　
　
　
　
　
　
一
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
ー
－

　
第
九
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

が
一
月
二
十
九
日
、
牧
水
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
開
会
式

が
行
わ
れ
、
フ
【
ノ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
は
じ
め
と
す
る
十
三
種
目
に
三

百
三
十
六
人
が
参
加
し
て
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
、

　
ま
た
、
今
回
は
競
技
終
了
後
、
町

青
年
団
が
作
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
が
、
参

加
者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

　
種
目
毎
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〔
三
千
メ
ー
ト
ル
ジ
ョ
ギ
ン
グ
〕

（
宣
言
タ
イ
ム
と
の
差
を
競
う
も
の
）

一
位
　
永
友
　
敦
　
5
秒

二
位
　
矢
野
真
生
　
9
秒

三
位
　
橋
口
昭
太
郎
1
3
秒

〔
三
千
メ
ー
ト
ル
〕

〇
一
般
男
子
（
二
十
九
歳
以
下
）

一
位
山
口
浩
俊
1
3
分
0
2
秒

〇
一
般
男
子
（
三
十
歳
代
）

一
位
　
池
田
平
美
　
1
0
分
0
0
秒

二
位
　
大
森
福
一
　
1
1
分
4
8
秒

〇
一
般
男
子
（
四
十
歳
代
）

貸馴
　｝　　　　－

磁、

綴…
　
fガ

与
「

、
“

需辞　瑛　　　　轟、ヒ、．

鱒爵＿＿∴、・三一．．
賦1．㌃＿。∴∴．コ　．蕾

　　　　　▲牧水公園をスタートする選手

「
位
三
浦
由
男

二
位
　
橋
口
克
義

三
位
　
牧
口
孝
雄

。
中
学
生
男
子

一
位
　
黒
木
雅
之

二
位
　
椎
田
　
真

三
位
岩
見
新

11

分
22

秒

1110

分分
0743

秒秒

11

分
08

秒

1010

分分
4947

秒秒

〔
二
千
メ
ー
ト
ル
〕

o
］
般
男
子
（
四
十
町
代
）

一
位
　
佐
藤
幹
夫
　
7
分
1
9
秒

二
位
　
牧
口
孝
雄
　
7
分
2
5
秒

三
位
　
黒
木
幸
男
　
7
分
3
5
秒

〇
一
般
男
子
（
五
十
歳
代
）

一
位
栗
須
信
利
6
分
3
6
秒

二
位
　
矢
野
義
行
　
6
分
3
9
秒

〇
一
般
女
子

一
位
　
岩
見
美
代
子
9
分
0
2
秒

】
位
染
矢
秋
義
1
7
分
4
3
秒

二
位
　
志
田
　
積
　
1
7
分
5
4
秒

三
位
　
那
須
春
喜
　
1
7
分
5
8
秒

〔一

怎
＝
[
ト
ル
〕

一
位
　
橋
本
至
弘
　
3
3
分
2
9
秒

二
位
　
瀬
戸
口
照
幸
3
4
分
2
0
秒

三
位
　
山
本
達
夫
　
4
0
分
0
7
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ぼ
は

あ
り
ま
慧
ん
か
？

　
現
在
、
本
町
で
は
「
牧
水
庵
」
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
ば
を
販
売
で
き
る
方
が
い
ま
し

た
ら
、
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
、
殼
つ

き
の
ま
ま
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

三
百
円
で
す
。

二
位
　
黒
木
絹
子

三
位
　
志
田
靖
子

○
小
学
生
男
子

一
位
　
蔵
本
　
慎

二
位
　
田
丸
浩
志

三
位
　
里
…
木
祐
二

〇
小
学
生
女
子

一
位

一
位
　
蔵
本
寛
子

三
位
　
那
須
紀
佳

。
中
学
生
女
子

一
位

二
位
　
黒
木
美
穂

二
位
　
寺
原
果
苗

10

分
09

秒

9

分
20

秒

7

分
32

秒

7

分
28

秒

7

分
15

秒

高
尾
久
美
子
8
分
1
5
秒

　
　
　
　
　
8
分
1
5
秒

　
　
　
　
　
8
分
2
6
秒

新
名
麻
衣
子
8
分
2
7
秒

　
　
　
　
　
8
分
3
6
秒

目
　
　
　
　
8
分
3
6
秒

〔
五
千
メ
ー
ト
ル
〕

7
イ
ラ
7
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
1

　
『
ふ
る
さ
と
創
生
』
は
、
自
ら
考

え
自
ら
実
践
す
る
地
域
づ
く
り
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
、
「
地
方
が
知
恵
を
出

し
、
中
央
が
支
援
す
る
」
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
発
想
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
る
、
自
主
的
・
主
体

的
な
地
域
づ
く
り
の
取
ー
ー
組
み
で
す
。

　
こ
の
事
業
の
財
源
と
し
て
、
各
市

町
村
と
も
一
律
一
億
円
が
交
付
さ
れ
、

事
業
内
容
は
地
域
に
お
け
る
歴
史
・

伝
統
・
文
化
・
産
業
等
を
活
か
し
、

独
創
的
・
個
性
的
な
地
域
に
必
要
な

ソ
フ
ト
事
業
が
主
に
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
例
え
ば
、
人
材
の
育
成
・

む
ら
お
こ
し
・
地
域
間
交
流
・
伝
統

文
化
の
継
承
・
特
産
品
の
開
発
・
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
・
健
康
づ
く
り
・
生

涯
学
習
の
推
進
等
々
）

　
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
、
こ

の
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
広
く
募
集
し

ま
す
。
．
今
ま
で
の
概
念
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
ユ
ニ
…
ク
な
発
想
で

三
月
二
十
B
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
（
書
面
に
限
り
ま
す
。
）

　
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
財
政
課
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
つこ“

・
つと田丁 報（5）平成元年3月号

揃
糊
図

▼臼太鼓踊りの備品整備
　　　　　　　　　～迫野内公民館～

　迫野内公民館では、一般コミュニティ助成

事業により、臼太鼓踊りに関する備品の整備

を行いました．

　この助成事業は、全国自治宝くじの普及広

報事業の一環として行われ、住民の自主的な

コミュニティ活動の促進を図るものです。

　　　　　▲県知事表彰
　1月に行われた消防出初式の際に、鶴野内（第8部）

の豊野淺夫さんが、県知事表彰を受けました。

　これは、鈴野さんが20年という長い間、熱意と責任

感をもって消防任務を遂行したことが評価されたもの

です。

勇．
疑

団華纂駈憲一シ．ごニー鴨
弍ニピ　∴適

　　　　　▼竹ぼうきを300本

　　　　　　　　　　　　　　～鈴峰園から～

　この度、鈴峰園から「町内の各小中学校で役立てて

ください」と手づくりの竹ぼうきが約300本寄贈され

ました。

　これは、鈴峰園のお年寄り1Q名ヵΣ．3』趾かけて作っ

たもので、教育委員会を通して各学校へ配布されるこ

とになりました。

謳置．園臥τ　　　▲ひのきのバッグ立て
　　　　　　　　　　　　～美々津ゴルフ場～

　美々津ゴルフ場では、開場5周年記念に植付けした

ひのきの間伐材で、この度ゴルフのキャディーバッグ

立てを作成しました。

　訪れるゴルファーたちにも、たいへん好評のようで
す．

＜
福
瞬
断
に

牧
水
の
歌
碑

　
福
瀬
小
学
校
で
は
、
現
六
年
生
の

卒
業
記
念
と
し
て
、
牧
水
の
歌
碑
が

作
ら
れ
、
一
月
十
八
日
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
小
雨
の
降
る
中
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
式
典
が
行
わ
れ
、
歌

碑
の
歌
「
．
あ
た
た
か
き
冬
の
朝
か
な

う
す
い
た
の
、
細
長
き
舟
に
耳
川
下

る
」
を
六
年
生
が
朗
詠
し
ま
し
た
。
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県
税
戸
数
割
を
村
会
で
審
議

明
治
四
十
年
頃
の
県
税
戸
数
割
は
村

会
に
於
て
十
八
人
の
議
員
全
員
で
審

議
し
て
議
決
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
四
十
三
年
前
半
期
県
税
戸
数

　
割
各
自
賦
課
議
案
　
　
村
長
提
案

　
一
金
九
百
八
拾
万
円

　
此
賦
課
戸
数
千
二
百
ニ
レ
五
戸

　
税
率
　
】
金
八
十
銭

七六五四三ニー
等等等等等等等

八
等

九
等

十
等

拾
円
（
氏
名
）
＝
戸

五
円
五
拾
銭
（
氏
名
）
二
戸

四
円
五
拾
銭
（
氏
名
）
四
戸

な
し

三
円
五
拾
銭
（
氏
名
）
四
戸

三
円
拾
銭
（
氏
名
）
十
四
戸

二
円
七
拾
五
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
二
＋
二
戸

二
円
四
拾
五
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
±
戸

二
円
拾
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
四
＋
六
戸

一
円
八
拾
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
四
十
八
戸

　
　
中
間
略

十
七
等
　
五
拾
一
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
三
卜
四
戸

十
八
等
　
三
拾
四
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
四
＋
二
戸

十
九
等
　
二
拾
二
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
八
＋
＝
戸

二
十
等
　
拾
五
銭
（
氏
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
．
r
日
↓
八
一
戸

各
等
級
金
額
の
下
に
氏
名
（
戸
主
）

が
全
部
書
い
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
千

二
百
五
十
二
名
の
．
月
主
名
が
書
い
て

あ
る
、

　
こ
れ
を
村
会
に
於
て
議
長
の
発
言

を
得
て
次
の
様
に
発
言
し
て
審
議
決

定
を
見
て
い
る
。

議
事
録
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
。

九
番
　
G
C
を
五
等
に
引
上
げ
た
理

　
　
　
由
如
何
（
当
局
の
説
明
有
）

六
番
　
O
C
を
八
等
よ
り
九
等
に
下

　
　
　
げ
る
べ
き
だ

十
四
番
　
原
案
通
り
で
よ
い
と
思
う

議
長
　
賛
否
如
何
…
…
原
案
通
り

十
一
番
　
○
○
を
一
等
下
げ
て
○
○

　
　
　
　
を
一
等
上
げ
よ

議
長
　
賛
否
を
問
う
　
議
員
一
同
十

　
　
　
一
番
議
員
提
言
に
賛
成
す

十
五
番
　
○
○
を
二
十
等
に
繰
下
げ

　
　
　
　
を
提
案
す
る
も
否
決
さ
る

以
下
略
、
何
し
ろ
千
二
百
七
戸
の
個

別
審
議
で
あ
る
か
ら
た
い
へ
ん
な
時

間
が
か
か
っ
た
様
で
あ
る
．
、

通
り
申
合
其
ノ
日
不
参
ノ
議
貝
へ
通

知
可
有
之
此
段
及
通
知
候
也

　
明
治
二
十
四
年
四
月
八
日

東
郷
村
議
員
○
O
O
O
殿

　
　
　
　
　
○
○
○
○
殿

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
わ
　
マ
　

　
　
無
届
不
参
ノ
モ
ノ
ハ
謝
金
五
拾

一、　
　
銭
ヲ
出
サ
シ
ム
ル
コ
ト

　
、
午
前
招
集
ノ
時
遅
参
正
午
十
二

　
　
時
ヲ
過
グ
ル
時
ハ
弐
拾
五
銭

解
説

こ
の
罰
則
金
は
議
員
の
申
合
せ
で
、

無
届
欠
席
議
員
は
五
拾
銭
、
遅
刻
議

員
は
正
午
を
過
ぎ
た
る
時
は
、
弐
拾

五
銭
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
年
の
三
月
議
会
に
二
人
の
無
届

欠
席
と
遅
参
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

議
事
録
に
あ
っ
た
。

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

（入、

，若山牧水・
k）（Xん貨XX胤、v包暫Y呈｛xv・

）故
塩
月
儀
市

先
生
執
筆
の

あ
と
を
受
け
て

　
罰
則
申
合
せ
（
明
治
二
十
四
年
）

村
会
招
集
ノ
節
無
届
不
参
或
ハ
遅
刻

ノ
者
取
締
方
三
月
二
十
三
日
左
記
ノ

教
育
長渡

辺
邦
彦

　
皆
さ
ん
す
で
に
ご
承
知
の
と
お
り
、

こ
の
欄
で
は
故
塩
月
儀
市
先
生
が
、

長
い
あ
い
だ
若
山
牧
水
の
生
涯
や
作

品
の
紹
介
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
先
生
が
ご
生
前
に
ご
投
稿
さ

れ
て
い
た
原
稿
は
前
号
を
も
っ
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、

こ
こ
に
先
生
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し

上
げ
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
存

じ
ま
す
．
．

　
さ
て
、
こ
の
た
び
町
広
報
担
当
よ

り
依
頼
を
受
け
、
不
肖
私
が
そ
の
あ

と
を
受
け
て
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ

り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
申
し
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
塩
月

儀
市
先
生
が
生
前
に
若
山
牧
水
の
顕

彰
に
つ
い
て
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
を

さ
れ
、
牧
水
生
家
の
保
存
、
記
念
館

の
建
設
、
そ
の
他
牧
水
顕
彰
の
た
め

各
方
面
で
の
活
動
等
、
数
多
く
の
ご

功
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
は
、
町
内
外

の
皆
さ
ん
方
の
ご
承
知
の
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、

そ
の
ご
功
績
に
対
し
深
く
敬
意
を
表

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
先
生
が
お
元
気
な
頃
は
、
町
内
外

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
牧
水
に
つ
い
て
の

講
演
や
講
話
の
依
頼
を
受
け
ら
れ
、

各
地
に
出
向
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
の
あ
の
お
元
気
な
姿

が
、
今
で
も
眼
前
に
浮
か
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
新
富
町
教
育
委
員
会
・
王
催
の
文

化
大
学
の
講
座
に
講
師
と
し
て
お
招

き
を
受
け
、
先
生
と
で
か
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
塩
月
先
生
が
「
牧
水

の
生
涯
に
つ
い
て
、
小
生
が
「
牧

水
の
歌
と
そ
の
心
」
と
題
し
て
の
講

義
で
し
た
。
そ
の
夜
は
風
雨
の
と
て

も
強
い
夜
で
し
た
が
、
な
つ
か
し
い

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
同
じ
年
に
、
M
R
T
宮
崎
放
送
が

「
私
の
好
き
な
牧
水
の
歌
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
取
材
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
時
先
生
は
、

　
け
ふ
も
ま
た

　
　
こ
こ
ろ
の
鉦
を
う
ち
鳴
ら
し

　
う
ち
鳴
ら
し
つ
つ

　
　
あ
く
が
れ
て
い
く

「
こ
の
歌
が
私
は
一
番
好
き
で
す
ね
」

と
温
顔
に
微
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
答

え
ら
れ
た
の
が
、
と
て
も
印
象
的
で

今
も
目
に
浮
び
ま
す
。

　
先
生
の
ご
逝
去
は
、
町
内
外
の
数

多
く
の
人
々
か
ら
惜
し
ま
れ
ま
し
た

が
、
東
京
在
住
の
若
山
旅
人
さ
ん
か

ら
も
、
追
悼
の
歌
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
．
、　

永
ら
へ
て

　
　
山
陰
の
た
め
に
つ
く
し
ま
せ
と

　
年
を
迎
へ
て

　
　
祈
り
し
も
ゆ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
人

　
享
年
九
十
一
歳
と
い
う
ご
高
齢
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
東
郷
町
に
と
っ

て
、
ほ
ん
と
う
に
惜
し
い
人
を
失
い

ま
し
た
。

、
つ

こ“、
つ

と報町σ）平成元年3月号

「
解
約
し
た
い
」
と
思
っ
た
ら

す
ぐ
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

　
突
然
や
っ
て
き
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン

の
巧
み
な
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
つ

い
契
約
し
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
　
「
や

っ
ぱ
り
、
要
ら
な
か
っ
た
。
私
っ
て
な

ん
て
バ
カ
な
ん
だ
ろ
う
」
と
後
悔
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
す
ぐ
思
い
出
し

て
ほ
し
い
の
が
『
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
』
。
消
費
者
に
と
っ
て
は
強
い
味
方

で
す
。

◎
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　
契
約
し
た
商
品
が
本
当
に
必
要
な

も
の
で
あ
る
か
を
考
え
な
お
す
期
間

が
、
契
約
し
た
日
を
含
め
て
八
日
間

あ
り
、
こ
の
期
間
内
（
日
曜
・
祭
日

も
含
め
ま
す
）
な
ら
、
無
条
件
解
約

が
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
利
用
す
る

と
き
は

　
八
日
以
内
に
書
面
（
内
容
証
明
郵

便
が
確
実
で
す
）
で
解
約
の
通
知
を

出
し
ま
し
ょ
う
。

＠
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な
い

場
合

　
〇
三
千
円
未
満
の
取
り
引
き

　
O
消
耗
品
を
一
部
使
用
し
て
し
ま

　
　
つ
た
場
合

　
o
乗
用
自
動
車

　
内
容
証
明
郵
便
の
書
き
方
が
わ
か

ら
な
い
時
や
、
訪
問
販
売
で
困
っ
た

こ
と
が
あ
る
時
は
、
役
場
の
企
画
財

政
課
企
画
係
ま
た
は
延
岡
地
方
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
（
盈
0
9
8
2
・
3

1
・
0
9
9
9
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。陸

・
海
・
空

　　

ｩ
衛
官
募
集
中

◎
自
衛
隊
は
、
若
者
の
青
春
を
、
完

　
全
燃
焼
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。

◎
自
分
の
能
力
を
、
最
大
限
に
引
き

　
出
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。

◎
実
力
で
自
分
の
世
界
を
拓
く
と
こ

　
ろ
．
、

◎
集
団
生
活
の
中
で
、
常
に
人
間
性

　
を
磨
く
と
こ
ろ
。

★
応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
す
る
十
八
才
以
上

　
二
十
五
才
未
満
、
ま
た
は
、
今
年

　
三
月
高
校
卒
業
予
定
の
男
子
。

★
給
与

　
月
額
　
　
「
一
五
八
○
○
円
、
ボ
ー

　
ナ
ス
　
六
月
、
十
二
月
、
三
月
に

　
合
計
四
・
九
ヶ
月
分
が
支
給
さ
れ

　
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
延
岡
出
張
所

　
（
含
〇
九
八
二
－
二
一
－
二
三
八
七
V

　
ま
た
は
、
日
向
募
集
事
務
所
、
（
麿

　
五
ニ
ー
六
九
一
四
）
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

農
に
生
き
牛
を
飼
い
来
て
五
十
年
ピ

リ
オ
ド
を
打
つ
老
の
さ
び
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

く
ろ
ぐ
う
と
か
げ
り
雀
ゆ
る
冠
岳
峰

の
く
ぼ
み
に
朝
日
さ
し
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

戦
災
に
焼
け
し
住
家
に
夏
草
の
茂
れ

る
井
戸
あ
り
牧
水
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

一
枝
を
瓶
に
挿
し
た
る
か
す
み
草
白

き
花
火
を
あ
げ
た
る
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
　
金
義

自
か
ら
の
不
安
も
あ
れ
ど
胃
カ
メ
ラ

を
の
む
と
決
め
来
て
病
院
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

（
∵
）

0
　
6

ぐ
｝

悪質な訪問販売に油志しましょう〃

派
出
所
だ
よ
り

ご
｝

●

覧
製

＠
＼
．

面
．

一

自
動
車
盗
を
防
ご
う

　
最
近
の
凶
悪
犯
罪
（
強
盗
事
件
）

を
み
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
自
動
車
を

盗
み
、
こ
れ
を
逃
走
手
段
等
に
利
用

す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
盗
難
に
あ
っ
た
自
動

車
の
被
害
状
況
を
み
ま
す
と
エ
ン
ジ

ン
キ
ー
の
付
け
っ
放
し
や
、
ド
ア
ロ

ッ
ク
の
し
て
い
な
い
も
の
が
盗
難
の

対
象
に
な
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
自
動
車
の
盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
次
の
こ
と
を
注
意
し
ま
し
よ

う
。O

駐
車
す
る
場
合
に
は
、
車
庫
ま
た

　
は
駐
車
場
を
利
用
す
る
。

0
車
両
か
ら
離
れ
る
場
合
に
は
、
必

　
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
取
り
、

　
ド
ア
に
旋
錠
を
す
る
。

O
や
む
を
得
ず
路
上
に
お
い
て
荷
物

　
の
積
降
し
等
の
た
め
、
車
両
か
ら

　
一
時
離
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

　
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
取
り

　
ド
ア
に
旋
錠
を
し
、
ま
た
は
監
視

　
人
を
置
く
。

O
自
動
車
ま
た
は
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

　
ト
が
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　
速
や
か
に
警
察
に
届
け
る
。

口

τ1

）ノ
囲

価
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婚

奨
学
生
を
募
集

　
東
郷
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の

と
お
り
平
成
元
年
度
の
奨
学
生
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

▽
申
込
資
格

　
町
内
に
本
籍
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
、
町
内
に
引
続
き
五
年
以
上
在
住

し
、
現
に
居
住
す
る
者
で
高
等
学
校

高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
に
在
学
し

て
い
る
者
、
ま
た
は
、
こ
れ
ら
の
学

校
に
進
学
す
る
者
。

▽
貸
与
申
込

　
願
書
用
紙
が
、
教
育
委
三
会
事
務

局
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
新

し
く
申
込
む
入
は
願
書
に
履
歴
書
、

身
体
検
査
書
、
及
び
在
学
証
明
書
を

必
ず
添
え
て
申
込
む
こ
と
。

　
継
続
申
込
み
者
は
、
高
校
に
つ
い

て
は
願
書
に
成
績
証
明
書
、
大
学
は

願
書
に
単
位
修
得
証
明
書
を
添
え
て

申
込
む
こ
と
。

▽
申
込
締
切
日
　
4
月
2
0
日
困

▽
貸
与
決
定

　
五
月
上
旬
ま
で
に
各
保
護
者
宛
に

通
知
し
ま
す
。

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
。

▽
貸
与
額

　
高
校
　
月
額
一
万
円

　
大
学
　
月
額
二
万
円

行
政
相
談

　　

@　

l
権
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
、
ま
た

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▽
日
時
　
3
月
2
2
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受
付
け
て

い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。行

政
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

　
人
権
相
談
委
員

　
　
　
東
郷
野
寺
迫
　
黒
木
利
松

　
　
　
　
　
　
羽
坂
　
山
本
和
年

　
　
　
　
　
　
越
表
　
海
野
俊
男

心
配
ご
と
相
談

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
貝
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
2
2
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
入
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談
（

表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、
取

引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と
い

う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い
て

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
3
月
2
2
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

　
税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
、

　
固
定
資
産
税
は
、
　
「
現
況
」
で
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
の
う
え
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
縦
覧
期
間

　
3
月
1
日
～
3
月
2
0
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

　
役
場
税
務
課

※
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
本
人
に
限

り
ま
す
。
他
人
名
儀
の
縦
覧
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。

般
健
康
相
談

▽
期
日
　
3
月
1
8
日

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▽
受
付
　
9
時
～
1
0
時

赤
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
妊
婦
相
談

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

3
月
2
7
日

東
郷
町
中
央
公
民
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税

箸
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
仲
深
の
後
藤
健
市
さ
ん
か
ら

　
（
ケ
サ
ノ
さ
ん
・
6
0
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
志
田
ハ
ツ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
勘
作
さ
ん
・
6
7
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
都
甲
祐
吉
さ
ん
か
ら

　
（
伊
助
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

◎
田
野
の
吉
田
宗
蔵
さ
ん
か
ら

　
（
ヤ
エ
子
さ
ん
・
6
3
歳
ご
死
去
V

灘
縷
灘
縷
嬢

蚤
画
屡
藁
厳
、
）
喚
畢
、
饗
蟻
熱
蟻
嬉
軸
磯

　
　
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

橋
口

佐
藤
i

黒
田
、

寺
原

1水1山　1

本

赤
1
ち
や

奈
保 祐i絵 希 和i 愛 ん

の

美
1介1美

美
也
E 美 名

爵 修1和 一 父
久 正 1

の
夫 二 徳1武 名
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